
 

令和６年度 

「ふれあい地域懇談会」報告書 

 

＜ 深沢地域 ＞ 

 

日      時 令和６年（2023年）７月８日（月） 午後２時～４時 

場      所 深沢学習センター 第６集会室 

出  席  者 自治会・町内会代表  22名 

地域団体代表   ３名  計25名 

鎌倉市    10名 

内      容  

第 １ 部 市長からの説明 

（１）深沢のまちづくりについて 

（２）今後のごみ処理方針（戸別収集の実施）について 

（３）ケアラー支援条例の制定について 

（４）支所を活用した防災対策について 

第 ２ 部 地域からの議題に関する懇談 

（１）深沢小学校東門の手前梶原共同墓地へ続く鎌倉市道の左側

の崖について 

（２）野村総研跡地について 

（３）市のバス減便対策と高齢者の移動手段の確保と地域公共交 

通の維持と改善、未来図について 

（４）ごみの戸別収集について 

（５）笛田公園西側のがけ崩れ防止対策について 

（６）自治町内会の活動について 

（７）深沢多目的スポーツ広場の再使用 

（８）JR引込線の利活用について 

（９）能登半島地震の状況を踏まえ、市としての対応について 

（10）市役所本庁舎移転計画及び深沢地域整備事業の最新の進捗

状況について 

  



出席者名簿  （敬称略） 

 

【自治会・町内会等】 

 団      体      名 氏    名 備    考 

1 梶原町内会 小圑扇 勉 会長 

2 
深沢地区連合町内会 

（梶原山町内会） 

須藤 清志 副会長 

（会長） 

3 鎌倉グリーンハイツ自治会 石井 揚子 会長 

4 いづみ自治会 弦巻 歩 会長 

5 寺分町内会 鈴木 勝榮 会長 

6 Ｌ・クォーレ湘南深沢自治会 塩原 正之 会長 

7 
深沢地区連合町内会 

（西寺分自治会） 

矢沢 英夫 副会長 

（会長） 

8 大船ダイヤハイツ管理組合 潮田 徹 会長 

9 
深沢地区連合町内会 

（山崎町内会） 
石渡 順二 

副会長 

（会長） 

10 レーベンスガルテン山崎自治会 橋本 堅治 会長 

11 ダイヤハイツ鎌倉自治会 野村 継穂 会長 

12 打越町内会 椎原 克己 会長 

13 

深沢地区連合町内会 

（第五地区民生委員児童委員協議会） 

（笛田町内会） 

田島 重雄 

会長 

（会長） 

（会長） 

14 笛田東芝町内会 横山 聡 会長 

15 常盤町内会 宮嵜 早苗 会長 

16 サングレイス鎌倉笛田管理組合 鈴木 康夫 理事長 

17 鎌倉うぐいす山自治会 島田 章夫 会長 

18 山崎西町内会 鈴木 正誼 会長 

19 サウスアリーナ鎌倉大船自治会 小西 俊平 会長 

20 鎌倉山萩郷自治会 三輪 裕美子 会長 

21 フォルム鎌倉常盤管理組合 荒牧 文哉 会長 

22 グレーシア鎌倉寺分自治会 両澤 万里子 副会長 

 

【その他の団体等】 

 団      体      名 氏    名 備    考 

1 深沢地区社会福祉協議会 徳増 英夫 会長 

2 第六地区民生委員児童委員協議会 宮田 進 会長 

3 
鎌倉市社会福祉協議会 塚田 美奈 生活支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ 

深沢地区担当 

 

  



 

【鎌倉市】 

 役              職 氏    名 備    考 

1 鎌倉市長 松尾 崇  

2 市民防災部長 永野 英樹  

3 総務部長 藤林 聖治  

4 環境部長 加藤 隆志  

5 まちづくり計画部長 林 浩一  

6 まちづくり計画部長 服部 基己  

7 都市景観部次長 野中 宗範  

8 都市整備部長 森 明彦  

9 教育文化財部長 小林 昭嗣  

10 深沢支所長 茂木 健太郎  
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第１部 市長からの説明 

 【共通】 
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第１部 市長からの説明に対する意見・質疑 

【深沢地域】 

※第１部から第２部まで市からの一括説明後質疑、懇談 
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第２部 

地域からの議題に関する懇談 
 

06 深沢-１ 
深沢小学校東門の手前梶原共同墓地へ続く鎌倉市道の左側

の崖について 

06 深沢-２ 野村総研跡地について 

06 深沢-３ 
市のバス減便対策と高齢者の移動手段の確保と地域公共交 

通の維持と改善、未来図について 

06 深沢-４ ごみの戸別収集について 

06 深沢-５ 笛田公園西側のがけ崩れ防止対策について 

06 深沢-６ 自治町内会の活動について 

06 深沢-７ 深沢多目的スポーツ広場の再使用 

06 深沢-８ JR 引込線の利活用について 

06 深沢-９ 能登半島地震の状況を踏まえ、市としての対応について 

06 深沢-10 
市役所本庁舎移転計画及び深沢地域整備事業の最新の進捗

状況について 
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令和６年度ふれあい地域懇談会 第２部 回答票 

 

番 号 06 深沢－１ 

テーマ 
深沢小学校東門の手前梶原共同墓地へ続く鎌倉市道の左側の崖に

ついて 

内容詳細 

当該崖について、岩肌が露出し雨風で少し崩れる時があり対応

が必要と考える。小学校も近いし危険ではないか。対応を考えて

欲しい。 

担当部課 教育文化財部 学校施設課 

 

議題に対する回答等 

 梶原共同墓地周辺の市有地については、関係課と連携を図りながら、安全対策

も含め、適切に維持管理を行ってまいります。 

添付資料 
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令和６年度ふれあい地域懇談会 第２部 回答票 

 

番 号 06 深沢－２ 

テーマ 野村総研跡地について 

内容詳細 

 

昨年のふれあい地域懇談会の後に、何らかの進展はあったか。 

担当部課 総務部 公的不動産活用課 

 

議題に対する回答等 

梶原四丁目用地については、令和２年度（2020 年度）に民間事業者の公募を実

施しましたが、選定した事業者が辞退し利活用に至らなかったため、改めて、鎌倉

市公的不動産利活用推進方針に定める基本方針「自然環境を生かした利活用（市

民への開放を含む）と企業誘致」に基づき、民間事業者の公募を目指し、検討を行

っています。 

本市が利活用の検討を進める一方で、令和５年（2023 年）２月に神奈川県企業

庁から、極楽寺地内にある配水池の更新にあたり、梶原四丁目用地の一部を代替

地とした配水池の整備について協議依頼を受けたことから、現在、神奈川県企業

庁と協議を進めるとともに、配水池の整備と民間事業者による利活用を両立する

方法について課題等の整理を行っています。 

市街化調整区域という厳しい条件の中で、民間事業者の需要等も改めて調査し

ながら、利活用に向けた検討を進めていきます。 

添付資料 
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令和６年度ふれあい地域懇談会 第２部 回答票 

 

番 号 06 深沢－３ 

テーマ 
市のバス減便対策と高齢者の移動手段の確保と地域公共交通の

維持改善、未来図について 

内容詳細 

度重なるバス減便により特に高齢者の移動が制限されている。

今まで路線バスで出かけていたのが出来なくなり、免許返納した

高齢者も多い中、足腰が不自由になる高齢者が今後の生活に強い

不安を感じている。少子高齢化による利用者減少・慢性的な人手

不足・長時間労働の禁止などバス事業者だけでは手に負えない社

会問題がある。自治体がこの状況を看過することなく、前向きな

提案を期待する。 

＜意見＞ 

地域公共交通の未来が示されなければ、市役所移転計画につい

ても移動の保証がなく、置き去りにされると考える高齢者市民が

多いと思う。市に対し、バス減便の影響や対策に関する情報提供

とコミュニケーションを強化して欲しいと要望する。ある日突然

バス便がなくなるということが続いており、住民への適切な情報

提供や意見交換の場の設置を求める。 

担当部課 まちづくり計画部 都市計画課 

 

議題に対する回答等 

 バスの運行については、コロナ禍以降全国的に運転手不足が続いており、2024

年度からの働き方改革により、既存路線の継続のためには減便や路線廃止により

路線を維持している状況で、利用者が少ない路線を残すことは企業の体力上厳し

い状況と伺っています。 

 今後は、バス事業者との協議・調整を継続的に実施するとともに、地域での勉強

会や情報交換の場へ積極的に参加しながら、持続可能な移動手段の確保について

検討します。 

添付資料 
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令和６年度ふれあい地域懇談会 第２部 回答票 

 

番 号 06 深沢－４ 

テーマ ごみの戸別収集について 

内容詳細 

1．ごみの戸別収集の目的を、改めて分かりやすく説明願う。 

2. 現状のごみ収集方法と比較して、回収費用、住民の利便性、ク

リーンステーションの汚れ等について、項目ごとにメリットとデ

メリットを説明願う。 

3. 現状では、カラスによるごみ散乱防止対策として、クリーンス

テーションにごみ収集ボックス（カラスいけいけ）を設置してい

るが、戸別収集となった場合のカラスによるごみの散乱防止につ

いて、どう対処するのか。 

4. 燃やすごみから戸別収集を開始すると聞いているが、戸別収集

の全体日程について説明願う。 

担当部課 環境部 ごみ減量対策課 

 

議題に対する回答等 

１．クリーンステーション（以下「ＣＳ」という。）収集に伴う様々な負担（ＣＳ

の維持管理や、あらゆる世代のごみ出し等）を軽減し、持続可能な収集体制を構築

するためです。また、排出者責任の明確化により、更なるごみの減量を目指すため

です。 

２．ごみ収集方法の比較については、項目毎の表記が難しいため、次のとおり各収

集方法のメリット及びデメリットの比較表を提示します。 

 メリット デメリット 

戸別収集 ・ごみ出しの負担が軽減される。 

・ＣＳ管理の負担が軽減される。 

・排出者責任が明確化され、ごみ

の減量及び分別が期待できる。 

・ＣＳ収集と比べて、ごみ収集費

用が増大する。 

・市内を走るごみ収集車の数が増

える。 

・ごみ収集の効率が悪い 

・各家庭で排出容器を用意する必

要がある。 

・動物被害について、各家庭で対

策する必要がある。 

ＣＳ収集 ・戸別収集と比べて、ごみ収集費

用を抑えられる。 

・ごみ収集の効率が良い。 

・ＣＳの管理が必要となるため、

動物被害があった場合、清掃が必

要となる。 
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 ・ＣＳの設置場所等の調整が必要

になる。 

・ごみ出し困難者への支援が必要

になる。 

 

３．動物被害対策については、各家庭でご対応いただくこととなります。そのため 

に、各家庭で蓋つきの排出容器をご用意いただきたいと思います。 

４．燃やすごみの戸別収集については、令和７年４月から先行エリア約１万世帯、

令和８年４月から全市域での開始を予定しています。 

将来的には全品目戸別収集を目指していますが、燃やすごみの戸別収集を通し

てノウハウを蓄積するなかで、今後の予定をお示ししていきたいと考えているた

め、現時点で、戸別収集の全体日程をお示しすることはできません。他品目の検討

にあたっては、コンサルティングの導入を検討しており、本市にとって最も効果

的かつ市民の皆様にもわかりやすい収集体制の移行を実現させたいと考えていま

す。  

添付資料 
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令和６年度ふれあい地域懇談会 第２部 回答票 

 

番 号 06 深沢－５ 

テーマ 笛田公園西側のがけ崩れ防止対策について 

内容詳細 

各地で大規模、中規模程度の地震が相次いで発生しており、首

都直下型地震も想定されているなか、笛田公園西側のがけ崩れ防

止対策が長いこと放置されたままになっている。最新の状況と市

の今後の取り組みについて説明願う。 

担当部課 都市景観部 開発審査課 
 

議題に対する回答等 

平成 27 年（2015 年）に造成主に対して宅地造成等規制法に基づき是正措置命

令を行いましたが、平成 30 年（2018 年）４月に造成主本人が死亡し、その後、

土地所有権が移転されたことから、新たな土地所有者に対して令和５年(2023 年)

４月に宅地造成等規制法に基づく是正措置命令を行っていますが、現時点までに

は具体的な是正計画は提出されていない状況です。 

市としては、引き続き土地所有者と面談を重ね、がけ地の防災対策工事が早期

に実施されるよう要請していくとともに、台風などの荒天時には、是正命令地を

含む当該地及びその周辺のパトロールを継続するなど対応していきます。  

添付資料 
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令和６年度ふれあい地域懇談会 第２部 回答票 

 

番 号 06 深沢－６ 

テーマ 自治町内会の活動について 

内容詳細 

自治町内会は住民の自主性で運営される組織であるが、市の出

先機関と捉えられる場合があるため確認したい。 

それぞれの自治町内会が設立された背景は、縁あってその地に

居住した人達が互いのコミュニケーションの向上を目的に設立さ

れたと考えている。現在の状況として、自治町内会の入退会は自

由であり、高齢化も進んでいる。 

市は現在活動している自治町内会に対し、どのような評価をし

ているか。 

担当部課 市民防災部 地域のつながり課 

 

議題に対する回答等 

自治会町内会は、日頃から地域における防災や防犯、環境美化など、様々な分野

の活動に取り組まれ、地域で安全に安心して暮らせるまちづくりのためにご尽力い

ただいており、市民にとって身近なことはできる限り地域で行うとする「市民のた

めの地方自治」を推進する鎌倉市にとって、必要不可欠な存在であると認識して

おります。 

添付資料 
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令和６年度ふれあい地域懇談会 第２部 回答票 

 

番 号 06 深沢－７ 

テーマ 深沢多目的スポーツ広場の再使用 

内容詳細 

 

深沢地区には子供達がスポーツや外遊び出来る広場が全くない

ので、工事着工までの期間開放して欲しい。 

担当部課 まちづくり計画部 深沢地域整備課 

 

議題に対する回答等 

 深沢地域整備事業用地においては、令和６年(2024 年)４月から土地区画整理事

業の準備工事に着手しており、安全性の確保が困難であることから、開放の予定

はありません。 

   

添付資料 
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令和６年度ふれあい地域懇談会 第２部 回答票 

 

番 号 06 深沢－８ 

テーマ JR 引込線の利活用について 

内容詳細 

県道 302 号線について、①山崎跨線橋南交差点の目違いの解消

をする②山崎浄化センター正門から鎌倉武道館東側交差点までの

跡地については、県が県道 302 号線の車道・歩道拡幅用地として

活用すると表明した。確かに令和２年（2020 年）10 月、県藤沢土

木事務所による、「山崎跨線橋南交差点改良工事に関する測量作

業」は行われた。しかし、県道の拡幅については全く進展が見ら

れない。 

当町内会を含む近隣地区住民は、自動車や自動二輪車での当該

地区間の通過に過大な時間を要し、通勤・通学などに支障をきた

している。 

 三菱電機の東側、南側の道路の拡幅・整備問題を含め、当該事

項の進捗状況と今後の展望について聞きたい。 

担当部課 
総務部 公的不動産活用課 

まちづくり計画部 深沢地域整備課 

都市整備部 道路課 

 

議題に対する回答等 

山崎跨線橋南交差点及び鎌倉武道館東交差点付近のＪＲ引込線跡地について

は、県道302号の道路拡幅のための用地として活用するため、神奈川県藤沢土木

事務所（以下「神奈川県」という。）と協議を行っています。当該部分の拡幅工

事につきましては、神奈川県から、ＪＲ引込線跡地側の整備から開始し、その

後、現道部分の整備を行うこと、令和６年５月からＪＲ引込線跡地内の砕石等の

撤去に着手していることを聞いています。 

三菱電機周辺道路につきましては、道路用地の確保に向け、三菱電機敷地内に

所在する市有地と三菱電機所有地の交換等に関して、三菱電機と協議を行ってい

ます。このうち、東側道路については、令和３年度、地元町内会と現地の確認を

行い、現道と三菱電機敷地との著しい高低差や三菱電機の既存建物への影響など

の課題を共有しました。更に、早期に実施可能な安全対策として路面標示の新設

を行いました。今後も、劣化状況に応じて必要な補修を行い、適切に維持管理を

行ってまいります。 

また、南側道路については、令和５年度に測量業務及び予備設計業務を行って

おり、現在、関係機関及び土地所有者と調整を図っています。 

添付資料 
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令和６年度ふれあい地域懇談会 第２部 回答票 

 

番 号 06 深沢－９ 

テーマ 能登半島地震の状況を踏まえ、市としての対応について 

内容詳細 

令和６年元旦に発生した「能登半島地震」や令和６年４月１７

日に発生した「愛媛県・高知県の地震」など各地で発生している

地震災害に対し、市としてどのような対策を考えているか。例え

ば水、食料、避難所開設、情報収集など。 

台湾のような迅速な体制がとれるのか。 

担当部課 市民防災部 総合防災課 

 

議題に対する回答等 

地震災害等の災害に備えて、市では様々な対策を講じており、継続して取り組

んでいます。 

飲料水に関する対策としては、飲料水 500ml を小中学校の備蓄倉庫などに約

65,000 本備蓄しているほか、市内４箇所に 100 トンの飲料水兼用耐震性貯水槽を

備えています。また、井戸の所有者に災害時において井戸水の提供をお願いして

おり、現在 45 箇所にご協力をいただいています。 

食料についても、小中学校の備蓄倉庫などに約 423,000 食分を備蓄しておりま

す。 

また、水や食料、防災資機材の備蓄については、自助、共助の取り組みとして各

家庭や自主防災組織単位での備蓄について周知しており、自主防災組織が食料・

防災資機材を購入する際は費用の半額を市が補助する制度を設けています。 

避難所開設については、職員参集訓練を毎年実施するなど、迅速な対応がとれ

る体制を整えています。 

情報収集や情報発信については、防災行政用無線や防災・安全情報メール、LINE

など様々な方法で行っているところです。 

災害時に迅速な体制をとるために、地震災害時業務継続計画の策定や他自治体、

民間機関等と連携に関する協定を締結するなどの対策を講じており、今後も継続

して取り組みを進めてまいります。 

添付資料 
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令和６年度ふれあい地域懇談会 第２部 回答票 

 

番 号 06 深沢－10 

テーマ 
市役所本庁舎移転計画及び深沢地域整備事業の最新の進捗状況に

ついて 

内容詳細 

深沢地区の住民として早期にこれらの計画の実現を望んでい

る。今現在、何が障害となっているか。市として何年後に完了し

ようとしているのか。また、湘南モノレール湘南深沢駅のエレベ

ーターの設置はいつ頃になるのか。 

担当部課 

まちづくり計画部 市街地整備課  

まちづくり計画部 深沢地域整備課 

まちづくり計画部 都市計画課  

議題に対する回答等 

深沢地域整備事業においては、施行者である独立行政法人都市再生機構が、令

和５年(2023年)10月に土地区画整理事業の事業計画について国土交通大臣の認可

を受け、市により、令和６年度に準備工事を行い、令和７年度から独立行政法人都

市再生機構の工事を行うことを予定しています。 

また、新庁舎の整備については、令和４年（2022 年）市議会 12 月定例会におい

て市役所の移転に必要となる条例（鎌倉市役所の位置を定める条例。以下「位置条

例」という。）の改正の提案をしましたが、市民への情報発信が不足している等の

理由から改正に必要となる出席議員の３分の２以上の賛同を得ることができませ

んでした（賛成 16 名、反対 10 名）。 

 こうした状況を受け、広く市民の皆様に、新庁舎整備の重要性や必要性、移転す

るという結論に至った経過をご理解いただくため、市民対話や説明会を開催する

とともに、市民の皆様が集まる様々な場面において説明や周知に取り組んでいま

す。そうした取組を続けてきた中で市民の皆様に、より具体的なイメージをお見

せすることで、理解度や納得感を深めていただけるのではないか、と実感したこ

とから、「新しい市役所」のイメージを膨らませていただけるよう、市議会に可決

いただいた予算に沿って、令和６年度から新庁舎の基本設計に着手することとし

ました。 

事業の完了（新庁舎の開庁）については、位置条例の改正に時期にもよりますが、

早くても令和 13 年（2031 年）以降の開庁となる見込みとなっております。 

また、湘南モノレール湘南深沢駅のバリアフリー化の工事の時期については、

深沢地区土地区画整理事業の工事と密接に関連することから、現在調整をしてい

るところです。 

 今後、スケジュールが明らかになった際は、湘南モノレールと調整し、利用者の

方への情報提供を行っていただくよう要請してまいります。 

添付資料 
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第１部から第２部まで市からの一括説明後、質疑、懇談 

＜松尾市長＞ 

１番目の「深沢小学校東門の手前梶原共同墓地へ続く鎌倉市道の左側の崖について」です。対応を

考えてほしいという課題ですが、安全対策を含めて適切に維持管理を行ってまいりたいと考えており

ます。決して放置するということではなくて、対応を引き続き図ってまいりますので、よろしくお願

いいたします。 

それから、２番目の「野村総研跡地について」です。こちらにつきましては、結論からすると、こ

の１年の間に大幅な進展はございませんでした。これは昨年も申し上げましたが、ここの活用につい

て、神奈川県企業庁から配水池の整備を行っていきたいというお話をいただきました。やはりインフ

ラになりますので、大変重要なことであると捉えて、これを優先的に整備していくことを市としては

考えておりまして、それを前提にした活用の方法を協議している状況です。いずれにしましても、な

るべく早く活用できるようにと考えております。 

それから、３番目の「市のバス減便対策と高齢者の移動手段の確保と地域公共交通の維持と改善、

未来図について」です。こちらにつきまして、まず、バスの運行につきましては、既存路線の減便で

すとか、廃止ということが続いている状況がございます。これはやはり運転手不足が一番大きなネッ

クになっている状況でございまして、バス会社のほうには継続してほしい、維持してほしいという要

望を市からも出しているところですが、なかなかそこには応え切れないというお答えをいただいてい

るところです。 

そういう意味では、この高齢者の方の移動手段の確保と地域公共交通の維持・改善というのは大変

大きなテーマであると考えており、それも全市的な課題であると考えておりまして、今、二階堂地域

で実験的に行っていくということなどを市としては取り組んでいるところですが、まだ明確な答えに

までは至っていないという状況です。引き続き地域の皆さんの御意見も伺いながら、実験なども行い、

課題解消に向けた取組を行ってまいります。 

それから、４番目の「ごみの戸別収集について」です。先ほども少し触れさせていただきましたが、

戸別収集の目的は大きく二つで、クリーンステーション収集に伴う様々な負担の軽減と、排出者責任

の明確化によって、さらなるごみの減量につなげていくということです。 

戸別収集のメリットとしては、ごみ出しやクリーンステーション管理の負担軽減、それから、排出

者責任の明確化と書かせていただいているところです。一方で、デメリットの部分もあると思ってい

ます。このような中で安定的にしっかりと戸別収集が継続できるように進めてまいりたいと考えてお

ります。 

それから、ごみの散乱防止についてですが、カラス等の動物の被害対策については各家庭で対応い

ただくことになります。７、８年前に試行的に行ったエリアがあるのですが、そこで戸別収集を行っ

た際には、やはりステーションよりも、各家庭でそれぞれしっかりと対応することができましたので、

動物被害は非常に少なくなったという傾向が見られました。なお、もし動物被害があるということで

あれば、もちろん市のほうに御相談をいただきながら一緒に対応を考えてまいりたいと考えておりま

す。 

また、全体日程についてですが、先ほども申し上げましたように、来年１月から先行エリアで約１

万世帯、再来年の４月から全市域での開始を想定しているところです。 

それから、５番目の「笛田公園西側のがけ崩れ防止対策について」です。この土地については、以

前のふれあい地域懇談会でも議題になったところです。この場所について、平成30年に造成主本人が

死亡しまして、土地所有権が移転したことがございました。現在、新たな土地所有者に対し是正措置

命令を行っている状況ですけれども、現在までに具体的な是正計画が提出されていない状況です。市
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としては、引き続き土地所有者への働きかけを続けていき、しっかりと改善、対応していくように指

導を行ってまいりたいと考えております。 

続いて、６番目の「自治町内会の活動について」というテーマです。自治会・町内会に対してどの

ような評価をしているかというところです。これは日本中の問題ですけれども、自治会・町内会の加

入率は年々低下している状況です。鎌倉市は他の自治体と比較すると、実は比較的高い加入率を維持

していただいていますが、やはり低くなってきている傾向は見てとれます。自治町内会の皆さんにお

かれまして、様々な課題に取り組んでいただいていることについては、大変ありがたいことでござい

ますし、当然行政としては、自治町内会を下請的な組織と捉えるのではなくて、あくまでもお互いに

地域を良くしていくパートナーとして連携をしていく形で今後も進めてまいりたいと考えております

ので、どうか引き続きの御協力をお願いできればと思っております。 

それから、７番目の「深沢多目的スポーツ広場の再使用」についてです。工事着工までの期間、開

放してほしいというところです。確かにあまり工事をしていないように見えますが、現在は測量等や、

少し作業にも入らせていただいている段階でございます。今後、本格的な工事に入ってまいりますの

で、なかなか開放をするのは難しいことを御理解いただければと思います。 

それから、８番目の「JR引込線の利活用について」です。こちらにつきましては、今年、山崎の下

水道処理場の前の辺りから鎌倉武道館の前の辺りの引込線を活用し、県道を拡幅する工事に入ってま

いります。これは神奈川県のほうですけれども、来年の１月下旬をまず第１期として、工事に入って

いく段階になります。まずは歩道が拡幅整備され、その後、第２期工事で県道の車道がしっかりと整

備されて完成になります。 

それと、今日からは、富士見町駅近くの引込線を一部活用し、駐輪場を暫定的に利用開始させてい

ただきました。こちらにつきましても、今後県道の工事が進む中で本整備を行ってまいりたいと考え

ております。 

しかしながら、それ以外の部分、例えば大船体育館の横の部分ですとか、三菱の工場から出たとこ

ろの町屋橋付近ですとかは、具体的な活用は未定になっています。この辺りにつきましては、非常に

長細い土地ですので使い方は限定されますが、地域の皆さんからも、何か良い活用方法ですとかのア

イデア等をいただきながら検討を進めてまいりたいと考えております。 

それから、９番目の「能登半島地震の状況を踏まえ、市としての対応について」です。地震災害に

備え、市では様々な対策を講じているところです。深沢地域の皆さんにおかれましても、定期的に災

害の対応、避難訓練の対応等をしていただいておりまして、大変ありがたく感じているところです。

ここに書いてあるとおり、備蓄など、それぞれで備えをしているところでございます。ただ、鎌倉市

だけでも、もしくは自治町内会だけでも、災害時に全ての市民の皆さんの食料や水を賄うことは非常

に難しいと考えておりまして、自助、共助、公助という考え方で整理をしておりますけれども、まず

は各家庭の中でしっかりと備えをしていただきながら、さらには共助、公助という中で災害対応を行

ってまいりたいと考えております。台湾のような迅速な体制を、との御指摘をいただいているところ

ですが、これは皆さんとも連携をしながら、しっかりと災害時に迅速な対応ができるように、様々な

民間機関等とも連携協定を結びながら具体的な対策を取ってまいりたいと考えています。 

最後になりますが、10番目の「市役所本庁舎移転計画及び深沢地域整備事業の最新の進捗状況につ

いて」です。ここに書いてあることは先ほど説明をさせていただいたところですが、一つ追加します。

湘南モノレールの湘南深沢駅のバリアフリー化の工事につきましては、これまでもたくさんの御意見

をいただいてきたところです。コロナ禍に入り、バリアフリー工事の計画が一旦頓挫をしたという経

過がございました。その後、湘南モノレールとしては、もう一度バリアフリー工事の計画づくりを今

始めていると聞いています。市としても、補助金でバックアップできると考えておりますので、湘南



32 

 

 

モノレールの計画をしっかりと支援できるように協力して進めてまいりたいと考えております。 

 

＜鎌倉グリーンハイツ自治会 石井会長＞ 

桔梗山というバス停が私たちのグリーンハイツの真ん中にあるのですけれど、そのバスが３月に急

に減便になりまして、住民が非常に戸惑っているところです。グリーンハイツは、それでも大船方面

や藤沢方面に行くバスがあるので、少しは恵まれていると思いますが、鎌倉に行く便が、大仏経由も

この５年ぐらいでどんどん減らされて、ついに大仏経由はなくなって、今回、どういうわけか、祝日

の昼間だけ何便か復活しましたが、平日は鎌倉駅西口行きが朝９時に出てしまうと、夕方の４時15分

まで全くなくなります。あと、最終便が夜９時まであったのですが、６時55分が最後になってしまっ

て、通勤通学は少ないのですけれど、とても生活に影響が出ているということで、今回、１週間くら

いでアンケートを取りまして、お手元にお届けさせてもらいました。 

その中で、色々な切実な意見が書かれたのですが、社会情勢は皆さん分かってらっしゃっていて、

人手不足、不景気、しかも人口減少、それで利用者が減ってということはもう本当に分かってらっし

ゃるのですけれど、グリーンハイツも築50年で80歳以上が４人に１人、65歳以上が半数以上ですので、

やはり切実なのですね。これまで減便されてきたのは、これで終わりかなと楽観的に思っていたので

すけれど、今回、平日の日中にバスがなくなって、鎌倉に行けないとなって、とても戸惑っておりま

す。 

バス事業者もこの減便で問題が解決したとは思っておりませんし、難しい問題があると思っており

ます。それから、鎌倉市がこのことをどのように考えて、どのような交通政策を持っていらっしゃる

かというのが、アンケートを見ていると皆さんに伝わってないのがすごく分かりました。 

私たちも前向きに解決策を探りたいと思っており、色々と提案もあるのですが、私たち利用者だけ

が事業者に何かを交渉するといっても、法的なバックボーンも分かりませんので、ぜひその辺をバッ

クアップしていただきたいと思います。 

ルートの見直しとか、循環バスを少し増やすとか、そういうところは難しいと思いますが、コミュ

ニティバスという選択をしている自治体も多いし、タクシーのサブスクという案も出ています。乗合

タクシーを使って事前にいくらかお金を払っておくとか、その辺の調整もやはり行政が入っていただ

かないと、事業者と私たちだけではちょっと分からない部分もあります。 

それから、白ナンバーの車両の活用というのも、私もインターネットで色々調べましたら、国土交

通省でも地域公共交通の刷新化政策というのを出していらっしゃって、事業者のバスを思い切って小

型化にしてワゴン車にするとか、そういう色々な解決方法の中で、白ナンバーの車も使おうというの

もあると聞きました。ぜひその辺も情報共有をいただきながら、具体的な解決策を探す手助けをして

いただきたいと思っております。 

 

＜笛田町内会 田島会長＞ 

笛田のほうでもバスの減便だとかが現実に起こっています。そこについては、行政のほうも、こう

いうケースだったらこういうことができるというような、白ナンバーの車だとか、あるいはタクシー

会社等とマイクロバスみたいなものを活用するなどの案をいくつか出していただいて、それを住民の

ほうに届けていただくのも一つの手かなと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

＜松尾市長＞ 

かしこまりました。我々も、バスが通っていないところ、交通不便地域と言われる場所についてど

うするかは検討してきたのですけれども、既にあるところもなくなってしまうという、全市的に交通
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について課題が多くなってきていることは、大変重く受け止めております。ただ、今はおっしゃるよ

うな方法というのがいろいろ出てきている中ではありますので、その辺りをこれからどのようにして

いくかというところで、今、鎌倉市全体の交通マスタープランと、地域公共交通についての計画をつ

くっていくことを併せてやっているところです。地域の皆さんのお声も丁寧に伺いながら、どういう

方法が地域に適しているかも含めて、御相談させて進めていきたいと思いますので、よろしくお願い

いたします。 

 

＜梶原山町内会 須藤会長＞ 

ごみの戸別収集について、梶原山ではマンションが７軒、アパートが２軒ほどございます。こうい

うところについての話が出てきてないのが一つ。それから、クリーンステーションでもうまくやって

いるところが非常に多いです。確かに手間はかかるのですけれども、うまくやっているところと、放

置されているところとがあります。これらをどのようにやるのか。全部一括で何が何でも戸別収集を

やるのか。その辺の基本が見えないので教えていただきたいと思います。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

マンションやアパートなどの集積の話ですが、既にマンションによっては、その敷地内にごみを集

積する施設があるところもございます。そちらについては、そこを継続してお使いいただきます。ア

パートなどで集積場所がない場合には、新たに設置をしていただくことになりますが、それについて

は、こちらのほうで支援ができるかどうかを今検討していますので、御相談をいただきたいと思いま

す。 

それともう１点について、基本は戸別収集を考えておりますが、皆さんからクリーンステーション

でも良いというお話がある場所につきましては、そのまま続けていっていただいて構わないと思って

おります。ただ、町内会ごとですと、町内会に入っていらっしゃらない方もいらっしゃいますので難

しいのですが、数軒の方で使われているクリーンステーションごとで、皆さんがそこをお使いになり

たいということであれば、その御相談には応じていまして、そのまま続けることもあり得ます。その

辺はまた御相談いただければと思います。 

 

＜ダイヤハイツ鎌倉自治会 野村会長＞ 

例えば集合住宅、マンションで既に敷地内に個別の集積所を持っているところに関しては、戸別 

収集に移行しても変わるところはほとんどないということなのでしょうか。それとも何か変更がある

のであれば、どういうところが変わるのかを教えていただけるとありがたいです。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

直接的には変更はございません。ではメリットは何だというお話をよく伺うことがございます。マ

ンションではなのですが、その近所の道路などにステーションがある場合に、そこが例えばカラスな

どで汚されているところがあって、実際、説明会ですとか、パブリックコメントの中では、マンショ

ンにお住まいの方からは、通り道にあるクリーンステーションがいつも荒らされて困るとか、夏は臭

いがすごいということがございまして、直接的な変更はないのですけれども、間接的にはよくなる、

まちがきれいになるということで進めたいと思っているところでございます。 

 

＜深沢地区社会福祉協議会 徳増会長＞ 

クリーンステーションを使って燃やすごみを出すことについては、継続してよろしいというお話で
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したか。個人レベルで私は集めに来てほしいという人と、私は今あるクリーンステーションを利用さ

せてもらいたいという人がいた場合に、どちらもオーケーと理解してよろしいですか。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

基本的には戸別収集を行いたいと考えておりますが、クリーンステーションによっては、皆さんで

うまくやっているという御意見もいただいております。そこのうまくやっているクリーンステーショ

ンをお使いになっている方々がこのまま使いたい、クリーンステーションのままやりたいというとこ

ろについては、御相談に応じてそのまま続けていただいても今のところは良いと思っておりますが、

基本的には戸別収集を行いたいので、そのクリーンステーションの中で一人か二人でも戸別収集をや

りたいという場合には、皆さん戸別収集に向かっていただきたいと思っているところでございます。 

 

＜大船ダイヤハイツ管理組合 潮田会長＞ 

うちは80世帯の大船ダイヤハイツという三つに分かれたビルのマンションなのですけれども、その

うちの一人か二人でも、俺は戸別でやりたいという人がいたら、戸別にするのでしょうか、しないの

でしょうか。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

大船ダイヤハイツには、敷地の中に収集場所がございますか。 

 

＜大船ダイヤハイツ管理組合 潮田会長＞ 

敷地の中にそれぞれのマンションで造ってあります。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

マンションにつきましては、そのままそれをお使いいただきます。私が言っているクリーンステー

ションというのは、道路に面したところに造られて、戸建て住宅にお住いの皆さんの家のごみを集め

ているところがございますので、そのクリーンステーションの話をさせていただいております。 

 

＜打越町内会 椎原会長＞ 

戸別収集の件ですけれども、必要性と意義というところが全く理解できないのです。確かに当初は、

クリーンステーションの管理の問題とか費用の出し方の問題とか色々あったのですけれども、そうい

うことはきちっと乗り越えて、今非常に安定した形でやっています。さらに、ここに朝ごみを持って

いくことによって、お隣との会話ができるなど、非常に良い環境が整ってきているのです。それなの

にこれを戸別収集にする。なおかつ、市としては、搬出をしていただく方々の労力が何倍にも増える

わけですよね。そういう中でこれをやる意義がどうしてあるのかなと思って非常に疑問でおります。 

 

＜松尾市長＞ 

ありがとうございます。先ほどの繰り返しですけれども、一戸建ての住宅地の中で今ステーショ 

ンがあり、そこがすごくうまくいっているのだと、戸別収集にしなくて良いというのが皆さんで合意

が取れるステーションについては、そのまま継続してステーション収集で構いませんので、そういう

方針で進めていきたいというのがまず一つです。 

御質問は、そもそも論として何で戸別収集するのかということですが、こちらにつきましては、ク

リーンステーション収集がとてもうまくいっている場所もあるのですが、うまくいかないところが大



35 

 

 

変増えてきているという事実がございます。うまくいっているところは、そんなことないだろうと思

われるのだとは思いますけれども、現実としてうまくいってなくて、それが市の職員が間に入って解

決に向かうのですけれども、結果的にはステーションを分割して解消していくこととなります。そう

すると、今、ステーションの数がどんどん増えてきています。そういうトラブルが絶えないことから、

しっかりと戸別収集に移行することで、それぞれ各家庭での責任の下でごみを出していただくという

ところを確立したいと考えて、戸別収集に向かっているものです。 

 

＜鎌倉山萩郷自治会 三輪会長＞ 

ふれあい収集をやっていますよね。多分職員の数が少ないのかもしれませんが、そちらをもう少し

柔軟な対応にしていくことで、困った人の手当てができるのではないかと思います。ごみの戸別収集

は７年前でしたか、やりましたよね。そのときもやはり結構大変だという意見があったのですね。そ

れでだめになったと思いますけれども、なぜまたやるのでしょうか。お金もかかるし、車の数のこと

もおっしゃっていたけれども、そういうデメリットのほうがすごく大きいと思います。なので、ぜひ

戸別収集よりもふれあい収集のほうの充実を図っていただきたいと思います。 

 

＜松尾市長＞ 

ありがとうございます。確かに前回、戸別収集を一旦立ち止まったときがございました。そういう

御意見等も伺う中でどうすべきかということをこの間、組立てをしてきたところです。 

 ふれあい収集につきましては、今後も継続して行っていきます。やはり各家庭の安否確認も兼ねて

やっておりますので、ここは丁寧に対応させていただきたいということで、継続してやっていきます。 

戸別収集も、趣旨としては多少かぶる部分もあるのですけれども、やはり全ての御家庭についてな

かなかふれあい収集にまでは至らないけれども、ごみ出しが負担になっているところが戸別収集で解

消できるところなどは、メリットとしてあると思っています。 

それから、前回は七里ガ浜と山ノ内、鎌倉山の３箇所で戸別収集を試行的にやったのですけれども、

やらせていただいた地域のアンケートでは、約７割の方からは、これは継続してやっていくべきだと

いうお答えをいただいています。実際にやっていただくと、メリットを大変感じていただける施策で

すので、この間に検討して、今回正式に実施できることとなったところです。 

 

＜笛田東芝町内会 横山会長＞ 

今お話を聞いていますと、定性的な部分の理由は開示されているのですが、定量的な把握をしなけ

ればいけない。つまり、現状はいくらで、今後、戸別回収になったらどのように税金が使われるのか、

増えるのかどうか、その辺の詳細な数字を出していただけませんか。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

戸別収集では、まず、燃えるごみにつきまして、令和８年度から全市内で行いますが、それには約

5.5億円の費用がかかります。これについては、今、有料袋などの収益もございまして、その中の費用

を一部充てるなどでのやりくりを考えております。その後、我々は全品目戸別収集を目指してまいり

たいと思っておりますが、今それについての全体の費用はまだ出ておりません。この燃えるごみを全

市内でやっていく中で、収集の効率的なルートですとか、例えば容器包装プラスチックと別の燃えな

いゴミとを同時の日に出していただいて一緒に集めるとかを検討しながら、費用の削減を今後考えて

いきたいと思います。 
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＜笛田東芝町内会 横山会長＞ 

それで議会は通ったのですか。仮の試算というのを多分されますよね、普通はね。こういう前提条

件だったらこうなりますよ。だから、将来的に全部ごみは処理しましょうと。コストはこれぐらいで

すと。そうやって議会に説明しないと議会は通らないのではないですか。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

今燃えるごみを市内全域でやるということについて、約5.5億円ということで議会のほうに説明さ 

せていただきまして、令和７年度、令和８年度のこと、またその３年間の費用について、議会は予算

を認めるということであります。 

 

＜笛田東芝町内会 横山会長＞ 

つまり、燃えないごみなどは、また別途議会にかけて承認を得ると、こういうことで理解してよい

ですね。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

はい、そのようになると思います。 

 

＜鎌倉山萩郷自治会 三輪会長＞ 

どういうところがクリーンステーションのよくないところなのか、例えば、指定した時間ではなく

てお昼頃に出してしまうステーションがあるとか、その辺がよく分からないので教えてください。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

例えば、新たに引っ越してこられた方が、新たにクリーンステーションを使用する・しないという

トラブルですとか、あとは、クリーンステーションの位置をどこにするかでもめているとか、結局ク

リーンステーションのお近くの方が最後掃除をしているとか、そのような苦情等をいただいておりま

す。現在、鎌倉市で5,100件のクリーンステーションがございますが、平成27年４月の有料化から数字

が増えてきていて、令和３年度末までで1,900件の御相談をいただいておりまして、そのような内容で

すとか、あとは例えば、クリーンステーションの中に不法投棄をしてそのままになっているとか、不

適切な排出が多いとか、そのような御意見をいただいているところでございます。 

 

＜鎌倉山萩郷自治会 三輪会長＞ 

不法投棄とか、不適切排出とか、確かにうちのそばでも認知症の方がそういうことをしました。そ

ういうものが戸別収集をやったら解消するのかなって思いますけれども。それはふれあい収集でも多

分駄目だと考えると、救うところがないのですよね。そういうところはどのように考えていらっしゃ

るのですか。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

不法投棄を色々なところにされることとはまた別の話なのですが、最初に申しましたクリーンス 

テーションの維持管理について、ある特定の方だけが担っていることが問題となっているところがあ

ります。 
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＜梶原山町内会 須藤会長＞ 

私どもでもクリーンステーションでもめているところがあります。やはり一番見るのは、誰かが掃

除してくれるだろうということで勝手にごみを置いていく。犯人は分かっているけれど、けんかがで

きないから何とかしてくれということがあります。個別の話ですと、そういう問題があることを町内

会長としては聞いています。私のマンションでは、50歳くらいの男の人で好き勝手に色々なものを袋

に入れて置いていくから、掃除当番を決めているのですが、当番の人が全部分別してあげなければい

けない。マンションでは戸別収集なんてできないですから、私どもは７年前ぐらいに防犯カメラをつ

けました。私と理事長とでチェックをして、大きな写真にして、何号室の誰々だと、そこへメールを

打つなどして、出さないように徹底的にやっています。それぐらいやらないと、ごみって収まらない

と思っていますので、２億円が良いのかどうかは別として、市はどうしましょうと言われたら、戸別

収集しかないのかなとは感じています。うちの40軒のマンションで見ても、１年に５、６回はそのよ

うに追っかけ回しています。 

 

＜鎌倉山萩郷自治会 三輪会長＞ 

戸別収集でそのような案件は解消するのですか。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

戸別収集になりますと、御自宅の前に御自身のごみを出していただきますので、排出者責任がはっ

きりしますので、そういう問題は徐々に解決していくと思います。 

 

＜鎌倉山萩郷自治会 三輪会長＞ 

クリーンステーションでは持っていきませんってシールを貼られますよね。そういうものを戸別収

集でも貼って、持っていかないのですか。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

そのとおりです。 

 

＜鎌倉山萩郷自治会 三輪会長＞ 

私のところも前は認知症の人がいますが、それを言っても馬耳東風なので、そのような場合の解決

策には全然なりません。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

それはまた個別に御相談に乗ります。 

 

＜深沢地区社会福祉協議会 徳増会長＞ 

今の話がみんなすっきりしないのは、このクリーンステーション収集と戸別収集の違いで、戸別収

集する二つ目の理由は排出責任者の明確化と書いてありますよね。これはごみ収集をする事業者が非

常に困っているとの話も聞いています。そこは一切伏せられていて、突然排出責任者の明確化などと

いうことを言い出しているものですから、そこが全く理解できないのですよね。 

最初の目的は、あくまでもごみを出す人の便宜を図るということだったと思いますが、最近はもう

一つ増えてきて、ごみを出す人の責任の明確化というおまけがついてきたのですね。その二つ目を曖

昧にしか言ってくれないものですから、分からないのです。 
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でも、もう議会を通ったそうですから、そのことは言わないで、今申し上げたいのは、先ほどの確

認です。基本的に戸別収集ですから全部回ってもらいますが、クリーンステーションも戸別収集も１

個としてみなしていただけますかという、その確認です。それはある程度きちっと管理されている状

態だということも条件になると思いますが、どうしてもクリーンステーションを使っていきたいので

あれば、それでも良いですよとなるのか。そこのところをお聞かせください。 

 

＜松尾市長＞ 

ステーションを使っている方全員がそれで良いよということであれば、それを戸別収集の１箇所と

してそのステーションを使えるようにしてまいりたいと考えておりますので、よろしくお願いします。 

 

＜笛田町内会 田島会長＞ 

ステーションを使うところと、戸別に収集するところとがあるとすると、戸別というのは登録しな

いと収集できないですよね、ルートも含めて。その辺はどのような形で収集されるのですか。 

 

＜環境部 加藤部長＞ 

登録するというわけではなく、クリーンステーションを使うところは分かっておりますので、そ 

れ以外のところは戸別に収集することになります。 

 

＜鎌倉山萩郷自治会 三輪会長＞  

鎌倉山萩郷自治会は鎌倉山の教養センターがあるところですけれども、そこに笛田川が流れている

のですが、そこの横の車道も歩道も非常に狭くて危険なので、笛田川を暗渠化して歩道を整備するこ

とをぜひお願いしたいと思っております。笛田二丁目６番のサロンきよしという理髪美容院から11番

のいちご園までの歩道が、片側の田んぼ側にのみ設置されています。そこが車道と田んぼへの法面が

非常に狭くなっていて、人の擦れ違いができない状態です。段差や電柱があるので、すれ違うときに

は車道のほうに下りなければならなくて、危険を感じておりますので、ぜひ改善策を考えていただき

たいと思います。何年か前には、このサロンきよし前で死亡事故も起きておりますので、きちんとし

た歩道を整備していただきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

＜都市整備部 森部長＞ 

おっしゃるとおり、歩道はやはり道路の両側にあるというのが望ましいところでございます。下の

歩道自体が30、40年前に造られた歩道で、当時1.5メートルの幅員で造られてそのままとなっておりま

す。おっしゃるとおり、川に蓋をして歩道とするのも一つのアイデアだと思います。ただ、一方で、

ゲリラ豪雨など、川の水の量が増えておりますので、流れる断面の確保ができるのかどうか、また、

護岸を、民地などを壊して造っていくことになると思いますが、川を支えている法面である一方、民

地を支えている法面でもありますので、そういったものの技術的な兼ね合いもあります。ですから、

川の水が今あの断面で流れるかどうかの検討と、蓋をした場合に隣の家に対する影響を少なくするこ

とができるかどうか。もう一方は、今言ったように、1.5メートルの幅しかない歩道です。半分ぐらい

はアップダウンがある歩道で、もう半分ぐらいは平らになっていますけれど、そこが拡幅できるのか

どうかなど、色々と検討材料があると思います。人様の土地を触っていくということもありますので、

少しお時間をいただきながら検討させていただきたいと思っております。 
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＜山崎西町内会 鈴木会長＞ 

JR引込線の問題は令和元年のふれあい懇談会からテーマになって、先ほども市長から説明があった

のですが、ようやく連休明け、５月の頭に神奈川県の藤沢土木事務所から連絡がございまして、山崎

浄化センターの正門から、大船のほうに向かって鎌倉武道館東側という信号がございますが、そこの

JR引込線について作業を開始しますよと。実際に作業も開始されて、これは県道として拡張すると。

この間、県道302号線が実にすごい渋滞状況でございまして、近くに湘南鎌倉病院があるのですが、な

かなか救急車の運行もままならないという状況がございまして、地元住民としても喫緊の課題だった

のですが、ようやく緒に就いたので、一安心をしているところです。 

ただ、市長が住民の皆さんと話合いをしながらとおっしゃったのですが、正直に言って、この問題

に関してはほとんどそういう情報交換がなかったです。多分これは県との共同プロジェクトというこ

ともあって、我々としてもどこが窓口なのかというところで非常に迷っていたところがあるのですが、

取りあえず引込線の中の改良工事が始まって、来年にかけては沿道の拡幅並びに歩道の拡張が始まる

ので、そういう意味では大変ありがたいと感謝しているところですが、苦言を呈させていただければ、

ごみの戸別収集の問題もそうですけれども、あまりにも情報発信の力が弱過ぎると。 

例えばごみ収集の問題について、市は、昨年に10回ほどの説明会を色々なところで開きました。私

も１箇所行ったのですが、そこに集まったのはせいぜい10人か20人ですよ。非常に関心が高い問題な

ので、その説明会では色々と議論が沸騰するのですけれども、そういう情報発信がない。 

お願いとしては、JR引込線の跡地をどのようにこれから実現化していくかについての、非常に基本

的な情報でも結構ですが、情報発信をしていただきたい。戸別収集についても、やはりこれだけ関心

があるのですが、全く情報が下りてこないということは、厳しい言い方をすれば、僕は市の責任だと

思います。そこは徹底して情報発信に努めていただきたいと思います。 

 

＜松尾市長＞ 

ありがとうございます。様々な問題で市からの情報が伝わっていないというお声をいただくところ

です。我々も決して情報を出したくないわけではないので、どうするのが一番皆さんにとって情報が

つかみやすく、また、正しい情報を理解いただけるかについては、しっかりと丁寧にやっていきたい

という思いです。その辺りは、また意見交換をさせていただきたいと思いますし、特にこのJR引込線

の課題につきましては、直接的に御相談をさせていただきながら、地元の自治会・町内会の皆さんと

どのように活用するかということをやっていきたいと思います。ごみの問題も、これは全市民の皆さ

んに影響することですから、引き続き様々な方法で情報発信に努めてまいりますので、よろしくお願

いします。 

 

＜総務部 藤林部長＞ 

今、山崎西町内会長がおっしゃられたとおり、拡幅用地とそれ以外の三菱電機の南側道路用地、東

側道路用地、それから、まだ利活用が具体的に決まってないところもございます。行政の内部では、

おおむね９分割して、それぞれの利用用途に分けて活用していこうということで検討しておりますけ

れども、県道の拡幅用地と駐輪場用地以外の部分ですが、三菱用地以外でまだ利活用の方針が決まっ

ていないところについては、引き続き住民の方へ報告をさせていただきながら、統括的には総務部公

的不動産活用課というところで全体的な管理をしておりますので、また何かございましたらおっしゃ

っていただければ対応させていただきたいと思います。 
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＜大船ダイヤハイツ管理組合 潮田会長＞ 

湘南モノレールの深沢駅のバリアフリー化についてお願いです。毎回話題には出るのですが、タイ

ムスケジュールがほとんど出ないのですね。ほかの工事との関連とか、そういうことは出るのですよ。

例えば市庁舎の移転が決まったらこちらも決まるということになってしまいますと、片方が延びれば

こちらも延びるようになってしまうので、湘南モノレールに働きかけていただいて、深沢駅をバリア

フリー化して、エレベーターをつけてほしい。もう私も足腰が悪くなって、今は杖をつくようになっ

てしまいまして、あそこからはもう乗れません。それで、あそこがたくさん人が集まるような駅にな

ってしまったら、工事ができなくなってしまいますので、湘南モノレールに早めに働きかけていただ

いて、タイムスケジュールをつくってそれを基に進めることをぜひお願いしたいと思います。 

 

＜まちづくり計画部 服部部長＞ 

私の所管の都市計画課の交通政策担当というところが直接湘南モノレールの湘南深沢駅の整備に関

わっているところでございます。今聞いているところですと、既に駅の改修に向けて設計業務に着手

したというところまでは伺っております。ただ、湘南深沢駅を改修するにあたっては、道路の上にあ

る関係もあり、深沢地域の整備事業とも併せて、道路部分の整備もしないといけないのですね。そこ

も含めての工事になっていくというところで、タイムスケジュールまではまだはっきりと湘南モノレ

ールからお示しをいただいていないところでございます。ただ、基本設計業務には着手しているとい

うところまでは確認しております。 

 

＜まちづくり計画部 林部長＞ 

深沢地区の土地区画整理事業、新しいまちづくりのところ、また、村岡の新駅の関連を私のほう 

で担当しています。今、服部から話がありましたけれども、区画整理ということで新しいまちづくり

を進めるにあたって、令和７年４月からUR都市機構が工事を始めます。その工事と御懸念の湘南モノ

レールの湘南深沢駅のバリアフリーの工事、これは同じ区画整理の区域の中でやることなので、施行

者であるUR都市機構と、それから駅の工事をする湘南モノレールとで工事の調整をしていかなくては

ならないのですね。下に水路が入っているとか、色々な事情があるので、その調整をしていきましょ

うというUR都市機構と湘南モノレールとの話は、もう去年からやっていただいています。具体的にで

すが、どういうバリアフリーの駅を造るのかという基本設計に湘南モノレールが今年から入ったと聞

いています。先ほど御懸念のあったエレベーターをどこにどう造ろうかとか、改札口はどこら辺にし

ようかというのが基本設計になってくると思います。その先に実施設計という、より細かい設計をや

っていこうというのがあります。その時期はまだ聞いてないのですが、それも含めて業者と契約した

と聞いています。ですから、基本設計とその先の実施設計が出来上がってくると、さっき申し上げた

UR都市機構との具体的な工程の詰めができますから、それをやった上で工事に入っていくことになり

ます。 

市役所の庁舎について、今はまだ可決はいただいていませんけれども、庁舎の工事と湘南モノレー

ルのバリアフリーの工事とは別です。ただ、将来的に一体的な利用ということはあるかと思いますけ

れども、市役所の庁舎の決定が進まないからモノレールの工事が進まないということはないです。こ

れだけは確認をさせていただきたいと思います。 

 

＜サウスアリーナ鎌倉大船自治会 小西会長＞ 

先ほど山崎西町内会の鈴木会長からお話のあったJR引込線の話とも関係しますが、うちのマンショ

ンの目の前がちょうど今新しく工事が始まっているところです。ここの引込線はそのままずっと三菱
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電機、深沢地区まで続いていますが、先ほど総務部長からもお話があったように、今九つに大きく分

割して計画を進めているというお話も伺いました。そういうところが関係する自治会とか町内会にう

まく伝わっていない。例えばマンションの自治会長なんかは、１年任期でどんどん替わっていってし

まうと情報が途切れてしまうのですよね。そういう意味では、市として、関連しそうなところの自治

会・町内会については、もちろん計画段階ではっきりしていないから伝えづらいところもあると思い

ますけれども、それでも積極的に発信していただかないと、突然工事のお話が県から入ってくること

になったりします。あと、富士見町の駅のところもいきなり工事が始まり仮設の駐輪場ができていま

す。 

住民の皆さん全員にお話しするのは難しいと思いますが、せめて町内会、自治会には積極的に情報

を発信していただきたいなと。その中でどう皆さんに伝えるかというのは、恐らく自治会だったり、

町内会だったりの責任なのだと思いますけれども、少なくとも自治会・町内会がちゃんと把握できる

ような情報の発信をしていただきたいと思った次第です。 

 

＜総務部 藤林部長＞ 

JR引込線用地につきましては、平成30年に市が取得しております。その後、その利活用に関して庁

内でも検討を進めまして、JR引込線用地の利活用に関する基本方針を令和５年に定めました。それで

議会などでも報告をさせていただいたところです。 

ただ、今おっしゃられたとおり、それぞれの地元の町内会に全て情報を発信してきたかというと、

その点については、正直に申し上げて反省すべき点もあったかとは思います。県道の拡幅工事につき

ましては、おっしゃるとおり県の工事になりますので、直接その工事日程については、県のほうから

連絡が入ることもあろうかと思います。そのほうが、時と場合によっては正確なこともあろうかと思

いますけれども、大船体育館のところから三菱電機の敷地の中、旧JRの大船工場用地に至るまでを、

用途に応じて九つのエリアに分けて庁内で利活用を進めておりますので、先ほど御指摘がありました

とおり、今後の利活用については、引き続きその反省点も含めて、できる限り情報発信をしてまいり

たいと考えております。また、庁内でもその点については調整を図りまして対応させていただければ

と思いますので、よろしくお願いいたします。 

この度、山崎西町内会長からも先ほど御質問ありましたけれども、ちょうど山崎西町内会のところ

にあたると思いますけれども、山崎浄化センターのスポーツ広場が暫定的に令和６年の２月から供用

開始しております。そのスポーツ団体の倉庫を暫定的に置きますよということで、山崎西町内会長の

ほうに従前説明をさせていただいたと思いますけれども、そういった点も含めて、また今後も利活用

については周知を図っていきたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

＜山崎西町内会 鈴木会長＞ 

あれはいつ置くのですか。 

 

＜総務部 藤林部長＞ 

倉庫といいましても、建築基準法の確認申請等々が必要になりますので、そこをクリアするのに少

し時間がかかっていると思います。スポーツ団体からの要望もありまして、できる限り早めに設置し

たいとは考えております。 

 

＜深沢地区社会福祉協議会 徳増会長＞ 

市営住宅集約化事業に関連した件で、議題にはないのですけれども、一つお願いがあります。工 
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事は大分順調に進んでいまして、来月から第１期工事が完成して、もう移転が始まります。ここには、

主に市営笛田住宅に住んでいる人が引っ越して来ます。これはもう御存じかと思いますけれども、非

常に高齢者が多くいます。 

現在、笛田住宅の敷地の中に集会所がございまして、民生委員とか町内会とか、そういった人たち

が声をかけて、様々な行事を行ったり、コミュニケーションを取り合ったりしています。高齢者とい

っても、もう80代、90代の方も結構いらっしゃいます。そういう意味では、集まって軽い体操をした

りですとか、お茶をしながらおしゃべりしたりというのが、住んでいる人には非常に貴重な時間にな

っていると思っています。 

そこでお願いなのですが、第２期の工事の開始とともに、この秋に今の市営住宅を壊しに入ります。

そのときに集会所を取り壊すということでございます。第２期工事が終わるのが2027年３月、約３年

近く先になります。新しい建屋の中に非常にすばらしい集会所ができることも伺っています。問題は

この２年半ですね、この夏から2027年３月まで、新しいところに引っ越しをした住民の皆さんの集う

場所がなくなってしまうということです。 

色々と話を聞いてみますと、住民のほうも、今、最初の世帯、55世帯なのですけれども、新しい家

に住めるということで非常に楽しみにしている人もいます。それと、高齢者が引っ越しをするという

のは非常に大変なことらしく、新しい環境に不安を持っている人もいるわけですね。私も色々話をし

てみると、本当にうれしさ半分怖さ半分だなということを感じています。 

もう一方では、民生委員とか町内会とか地域包括支援センターとか、その地域の住民と関わってい

る人たちからも、この２年半どうするのかということで非常に切実な訴えを聞いています。どうして

も新しく環境が変わりますと、今まで以上に手厚い配慮といいますか、ケアが必要だというようなこ

とを皆さんも承知しているわけで、そこを何とかしてもらえないかというお願いです。２年半、住民

同士とか、あるいは地域の住民等関係者が集える場所を何とか設けてほしい。バラックでも良いと思

います。もし予算がないというのであれば、今の集会所を持っていって、どこかに置いてもらう。若

干狭いですけれども、それでも良いから何とかそこに10人、20人が集まって何かできる場所が欲しい

ということをぜひ考えていただきたいというお願いです。 

 

＜都市整備部 森部長＞ 

今御紹介ありました市営住宅、笛田市営住宅Ａ棟ですね。今年の８月ぐらいから皆さん引っ越しが

始まってくることと思います。今55世帯が入る予定でございますが、同じ場所だけの方が引っ越して

くるわけではなく、少し離れたところからも引っ越しをされてくるものですから、我々もコミュニテ

ィというのをどう形成していけば良いのだろうというのが課題になっているところです。今おっしゃ

ったように、どこまで広くできるかどうかということははっきりとここでは言えないのですけれども、

そういう仮の施設ができるかどうかを含めて、もう一度確認をさせていただきたいと思います。 

 

＜深沢地区社会福祉協議会 徳増会長＞ 

もう一声、何とかしますというお話はいただけないですか。 

 

＜都市整備部 森部長＞ 

今の市営住宅のあるところも工事エリアになってきます。新しく造ったところに対してどのぐらい

の余剰スペースがあるか、もしくは今の請負業者の事務所だとかがありますから、そういった部分が

活用できるのかどうかということを含めてとなるかと思いますので、大変申し訳ありませんが、ここ

でオーケーですということはなかなか言えませんので、改めて検討させていただきたいと思います。 
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＜レーベンスガルテン山崎自治会 橋本会長＞ 

冒頭に市長から報告していただいたときに、市営住宅のことをちょっとおっしゃったと思いますけ

れども、以前は、例えばレジュメとかで全体の流れが少し見えていたような気がするのですけれども、

最近そういうのに関心があるので見ているのですけれども、なかなかその辺が見えなくて、笛田のと

ころはもう移られるというお話があって、その次のところも、ちょっと話では聞いているのですけれ

ども分かりません。それで、この場を借りて少し分かる範囲で結構ですから、お教えいただけないか

なと思います。 

 

＜都市整備部 森部長＞ 

現在は、笛田のＡ棟が先ほども述べましたように完成しますので、今年の８月から順次入居してま

いります。それで、現在の笛田市営住宅の44世帯の方が引っ越しまして、そのほかにも深沢市営住宅

の一部の方が引っ越しをされます。その後、今ある笛田市営住宅を来年ぐらいから壊していくことに

なります。おっしゃるとおり、今まではニュースをつくって出していたのですけれども、ここしばら

く引っ越しの方に手を取られていまして、皆様に出していなかったというのもございます。これは開

発事業という形になりますので、現在、庁内で調整を取っておりますが、もう少しすると工程表がは

っきりとしてくると思いますので、また昔の市営住宅ニュースのような形で多くの方に分かっていた

だけるようにしたいと思っております。引っ越しの方にはパンフレットを配っているのですが、ほか

の方も分かるような形で作っていきたいと思いますので、少しお待ちください。 

 

＜梶原町内会 小團扇会長＞ 

深沢小学校西門の手前の梶原共同墓地に上がっていくところの左側に10メートルぐらいの崖がある

のですね。雨が降ったり風が吹いたりした後には結構大きな石が落ちてきます。今後、地震などがあ

れば、そこが崩落する可能性もあります。回答票を見たら、市有地に対しては連携を図り適切に管理

をしていくということなのですけれども、崖が市有地なのか、民有地なのか、青地なのかが分からな

いので、その辺をちょっと調べておいていただけませんか。 

 

＜教育文化財部 小林部長＞ 

今御指摘の土地でございますが、深沢小学校を造ったときの残地で、教育委員会が所管していると

ころになってございます。ですので、回答はちょっと雑駁になっていますが、令和元年７月頃に大き

な崩落があって、そのときに一度御指摘を町内会からいただきまして、それ以後は目視により監視を

続けておりますが、大きな変化は見られていません。ただ、最近私も見に行ったのですけれども、大

きく細かい石が落っこちてきている状況がございますので、それに関しましては、順次排出するよう

指示をしているところでございます。今後につきましては、土木部門と協議をさせていただいて、あ

そこ全体が緑地になっていますので、緑をある程度残したうえでどういう対応が必要なのかを検討し

てまいりたいと考えております。 

 

＜梶原町内会 小團扇会長＞ 

入り口の手前のところですよね。10メートルぐらいの崖の。あそこだけが心配なので、適切に処理

していただければありがたいです。 
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＜教育文化財部 小林部長＞ 

はい、考えてまいります。 

 

＜大船ダイヤハイツ管理組合 潮田会長＞ 

私の住んでいるダイヤハイツは、深沢の市営住宅がある丘をずっと上って、その頂上なのですね。

その横に三菱電機の社宅がございます。そこと深沢の市営住宅との間に急な坂があって、そこを買物

の際などに上っております。私みたいな年寄りもおります。その途中に小さい公園のようなものがあ

ったのです。そこのベンチが壊れて、今休むところが１箇所もないのですよ。坂を途中まで上っても

休むところがないのです。赤ちゃんを連れた人もそこを通ります。市営住宅を撤去するという観点か

らは、そこに新しいものをつくるのは甚だ難儀かと思いますけれども、途中に１箇所でも、バス停に

あるようなベンチがあれば大いに助かります。公園のとこでなくても結構ですし、どこでも構わない

のですけれども、バス停のベンチみたいのをその坂の途中に一つ置いていただくと、年寄りの散歩に

も赤ちゃんを連れたお母さん方も非常に助かるのですが、御検討いただけないでしょうか。 

 

＜都市整備部 森部長＞ 

モノレール沿いの道ではないですよね。 

 

＜大船ダイヤハイツ管理組合 潮田会長＞ 

市営住宅の中を通っている道です。 

 

＜都市整備部 森部長＞ 

分かりました。道路上に置けるものなのか、また、市営住宅の敷地の中に置けるものなのかを 

確認させていただきたいと思います。 

 

＜第六地区民生委員児童委員協議会 宮田会長＞ 

市長の説明の中で、支所を活用した防災対策ということをお話しいただきましてありがとうござ 

います。鎌倉市には行政区があり、それに基づいて支所があると思いますが、また、本日お集まりの

この皆さんは、連合町内会の中で深沢地区とおっしゃっていますよね。 

市民防災部長に質問します。深沢地区の山崎は、なぜ大船地区なのですか。それと、こちらに山崎

の町内会の方たちが出ていますけれども、あなたたちは大船ですと言われているようですけれど合っ

ていますか。支所を活用していると言われていますが、方向的に合っていますか、教えてください。 

 

＜市民防災部長 永野部長＞ 

合っているか合っていないかの御質問なので、合っているとか合っていないとかとお答えしないと

いけないのかもしれないのですが、これまでの経緯もあってこういう区域割りになっているのかなと

想像するところです。これを組み替えるようとする場合に、どのような手続を取れば良いのかという

ことも含め、今まで想定したこともなかったので、申し訳ございませんが、検討していく一つの項目

にさせていただきたいと思います。 

 

＜第六地区民生委員児童委員協議会 宮田会長＞ 

皆さんの耳には届いてないかもしれないけれど、そういう意見というのはもう古くから言われてい

るので、よく検討してください。お願いします。 
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＜山崎西町内会 鈴木会長＞ 

当事者の山崎西町内会としては、大船地区なのか、深沢地区なのか、それは戸惑うところもないわ

けではありませんけれども、ただ、ずっと何十年間もこの形でやってきて問題がないということは、

問題はないのではないかなと認識をしております。山崎町内会の会長はどのような思いかは知りませ

んけれども、深沢地区なのか、大船地区なのかということは、我々町内会が決められるものではない

のではないかと。何か大きな問題があるとは現時点では感じておりませんので、宮田会長がおっしゃ

るように、何十年間も課題ではあったのだけれど、色々な背景があってそうなったのではないかなと

いう感じがしております。実際に、地理的には大船のほうが近いのですけれども、別段、深沢地区が

嫌でもないわけですから、このままでも良いのではないかと思います。これはサウスアリーナ鎌倉大

船自治会もそうですし、山崎町内会もそうだと思いますけれども、当たり前にやってきたので、これ

からも別に支障がなければ、多分その支障が出るとは思えませんけれども、当たり前にやっていった

ら良いのかなという、あくまでも個人的な意見ですが、そう思っています。 

 

＜鎌倉山萩郷自治会 三輪会長＞ 

当該の方は支障がないとおっしゃっていますけれども、学校区の問題と、あと、防災の問題と、そ

れと、地域の福祉の問題とがばらばらなのですよね。やはり両方に出なくてはいけないということを

聞いたりしていますし、非常に問題は大きいと思います。昔に私も言った覚えがあるのですけれども、

なかなか難しい問題なのですけれども、やはり市の部長方が集まってどうにかしていったほうが私は

良いと思います。 

 

＜山崎町内会 石渡会長＞ 

山崎西町内会長が言われていることについて、将来的には一つにまとめてもらったら良いですけれ

ど、今の時点では、何不便なく行政、防災関係もやっておりますので、参考にしていただければと思

います。将来的には、先ほど言われた学校区の問題もありますので、一つになれば良いかなと思って

おりますけれども、今の時点では、山崎西町内会と一緒で、何不便なくやっております。何か不便が

ございましたら、また行政のほうにお願いしたいと思いますので、よろしくお願いいたします。 

 

＜サウスアリーナ鎌倉大船自治会 小西会長＞ 

私たちのところも当事者です。今時点では、深沢地区に寄って色々なことをしていますが、確かに

問題はないと思います。ただ、例えば能登半島地震や東北大震災のような大災害が起こったときに、

大船なのか、深沢なのかというところで宙に浮く可能性はあると思っています。だから、そこは将来

的にというよりは、なるべく早く決めていただきたいと同時に、今まで長い間深沢でやってきている

ので、今から大船のほうへ行けと言われても、おそらく大船地域で孤立して、新参者みたいな扱いに

なっても困るので、そこは早いところはっきりしたほうが良いのではないかなと思います。ただ、今

時点で何か問題が起こっているのかといったら、多分起こっていないし、起こっていないから普通に

ここに来て話をしているのかなと思います。 

民生委員の方からすると、そういう区別がはっきりしてないから、当然仕事の中でぼやっとしたと

ころが出てきているところがあって、そこはいつももやもやしたままだから、そういうお話が出てく

ると思うので、そこははっきりしといたほうが良いかなとは思います。私も個人的な意見ですけれど

も。 

 


